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陸域と海域の狭間に生育するマングローブは沿岸の環境を安定させる重要なファクターであると言われている。し

かし、日本を主な対象としたエビ養殖によって、東南アジアの広範囲においてマングローブが伐採され、地域環境

を劣化させるという事態が起こってきた。ベトナムにおいてもマングローブ地域を歩いてエビ池を目にしないことは

ない。

ベトナムの研究は、90 年代に入るまで、フィールドワークが不可能であったこともあり、主に文献を中心としたもの

とならざるをえなかった。特に環境問題や開発問題を対象としたフィールドワークによる研究は困難であった。日

本のエビ輸入先で 3 位にまでになった、ベトナムのエビ養殖に関する研究や、マングローブ地域の報告はインドネ

シアやインドの研究と比べて端緒に着いたばかりである。

本研究の目的は、このようなマングローブ地域の開発が、どのように行なわれ、それによって地域の環境や社会

がどのように変化したのかを現地調査に基づいて明らかにすることである。

そのために、ベトナムのマングローブに関するデータや、現地調査のノウハウを持つベトナム国家大学マングロー

ブ生態系研究所への留学を予定している。すでに同研究所とは、3 年におよぶベトナムでの植林事業を実施して

きた経緯もあり、受け入れ態勢に関しては問題がない。

留学期間中は同研究所に所属し、マングローブ地域の開発に関する基礎資料を収集するとともに、主に北部での

フィールドワークを実施する。調査地域の選定は同研究所とともに行なうが、条件として国内移住および人口変動

があること、大規模なマングローブ林を有すること、エビ養殖が行なわれていること、人々の干潟への依存度が高

いことなどで、現段階ではベトナム最北部のクァンニン省が適切ではないかと考えている。同省は現在、山岳部の

森林保護を実施しており、焼畑に従事していた少数民族を海岸部に移住させる政策を実施している。また、北部ベ

トナム最大のマングローブ地域でもある。そこで同省の一村落に長期間滞在し、参与観察を行なう。主な研究対象

項目としては、

＊ 地域の生態環境、特に湿地での動植物と土壌を調査し、地域住民によるそれらの利用を報告する。

＊ 村落の土地利用を地図化する。

＊ 開発による人口の変動と村落の形成史を、インタビューを用いて調査する。

＊ 換金可能な作物や魚介類の買い付けシステムと村落外への流通経路を調べる。

＊ 数世帯の追跡調査を行ない、労働形態や労働時間、男女間での労働分化や民族間での労働投下量の違い

などを調査する。



これらの調査を通じて、開発によってどのように地域の生態環境が変化したのか、地域住民がどのような生活を

営むようになったのかを明らかにしたいと考えている。








